
39 

過少消費•投資行動および経済成長＊
— Sweezy, Georgescu-Roegen モデルの検討—

禾
林 誠

資本主義経済における景気循環を説明するのに，よく完全雇用天井が想定される。（例えば，

Hicks ~ 5〕）

しかしながら，資本主義経済における下方転換（恐慌）の多くは，むしろ完全雇用天井に突

き当ってのそれではなかったであろう。

この事実，すなわち，完全雇用天井を必要としない下方転換を説明せんとする試みは， Kale-

函 〔 6〕，Sweezy〔幻においてなされている。しかし， Kalecki〔6)にょる説明は数学操

作にすぎないであろう。1) 一方， Swee巧〔8〕は，大衆の過少消費により恐慌が発生せざるを

えない，という過少消費恐慌を主張する。

かくて，我々 は， Sweezyの過少消喪説を検討せざるをえない。

さて， Sweezy⑬〕は，プームが継続するならば，消費財生産に必要な生産財ストックを超

える生産財ストックが蓄稽されるため恐慌が出現せざるをえない， という過少消費説のモデル

化を試みた。

しかし， Georgescu-Roe gen〔3〕によれば Swee砂はマルクス経済学における資本主義の

基本的特徴を正しく定式化することに失敗している。

ところが，我々によれば，Georgescu-Roegenは， Sweezyの基本的論点であろう消費財生

産から必要とされる生産財ス トックと生産財ストックの供給との峻別を放棄してしまったため

に剰余価値からの落稽の配分に関する「正しい」修正にもかかわらず，過少消費説恐慌を論証

しえなかった。従って，我々は，Georgescu-Roegenによる「正しい」定式化を認めたとして

も，上述の Sweezyのアイデアによりプームが終息するか否かを検討する必要があろう。

そこで， このノートでは， Sweezy モデルをまず紹介し (I)， ついで Georgescu-Roegen 

モデルを紹介したのち CII)，単純化された Georgescu-Roegenモデルを分析することによ り，

Georgessu-Roegenモデルでは，好況の持続す ら論証できることを明示する (Ill)。にもかかわ

＊小論の骨子は大阪市立大学大学院ゼミナールで報告された。席上，瀬岡教授は適切なコメントを与えられ

た。もちろん，ありうぺき誤まりは第者の査に帰す。

1)とはいえ， Kaleckiは分配率の安定性を示した上で，完全屈用を必要としない景気循環を主張する点で興

味深い。
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らず，過少梢費説型とも呼ぶぺき本来の Sweezyの投資需要OO数が Georgescu-Roegenにお

いては無視されているため，その点に粁Flした上で， Sweezyモデルが再考される (IV)。しか

しながら，Sweezy,Georgescu-Roegenでは，屈用と生産の関係および過少消費説と実質it金

率，労働分配率との関連が明確でない。そこで我々は，それらの概念を明示的にとり入れるこ

とにより，過少消践説の本質を明らかにする (V)。2) 最後に議論が要約される (W)。

I Sweezyモデル

Sweezy(〔8〕特 に10窄，121,i:)の10店補論において提示された過少梢費説モデルとは次の

モデルである。I)

〔モ デルS〕

(I-1) y=W+l+k 

0 - 2) W=J[kJ co<f'<1, r<o) 

(I - 3) l =</> [k] (0<¢'<1, ¢" <O) 

(I- 4) C＝え（応i)（え＞0, 定数）

〔記号〕 y=国民純所得， W=総技金支払， l＝資本家消残， K=不変汽本に追加される剰余価値

部分， C＝消四の増加によって必要とされる不変資本増加分， ,・v=dW/dt,L=dl/dtなお， 関

数型の場合は l]で表示することにする。

(I-1)において，剰余価値のうら Kが生産手段の総ストック Kの増加分 (K=k)とし

ても積され， lが資本家によって消喪される部分である。 さらに労偽者は費金のすべてを消衣

すると仮定されているため，W+tが総梢費を示す。4)

(IIー 2)とCIIー 3)は次の汽本 l：筏経済における特徴を定式化したものであると Sweezy

2) IからIVまでは，できるだけ Sweezy,Gcorgescu-Roegenにそくして殷開がなされるため過度に仄々し

いかもしれないV また，過少梢四説がマルク ス経済学の粗念においてのみ成立する．という誤解を与えるか

もしれない。そこで． Vにおいて，過少泊双説は現代の経済学においても論証可能であることが．できる限

り単純なモデルで示されるわけである。

特に， Iから1Vで用いる生並財は通常，投臼財と呼ばれるものであるが，マルクス経済学における待積の

板念と投資との混同をさけるため，生鹿財と呼ぶことにする。従って，Vで用いる投資財はそれまで生｝幻財

と呼んでいたものである。

3)本稿では〔8)特に10庄， 12尭の詳細な文献考証は行なわれない。〔8〕は必ずしも論理一貰性があると

はいいがたいか，我々が興味を党えるのは．Sweezyのアイデアを，安本主義経済では投資需要が梢双需要

に規定される，と解釈した垢合の体系の迎動の論理的帰結の検討である。従って，本冷におけるりIJTIは，そ

の方向でなされている。

なお．誤解をまねかないであろう範囲で． Sweezyの用いた記号を Gcorgescu-Roegenの記号に統一して

おく 。現代でよく用いられる記号による解択はVを見よ。

4) 〔8)10な本論では貨金の前払いが想定されているが． 浦論のモデルでは只金は前払いか後払いか明確で

ない。前払いとするなら剰余価値からの可変資本の蓄積部分が不明である。次節の Georgescu-Roegenモデ

ルをみよ。
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は述ぺる。すなわち，

"... it is a fundamental feature of capitalism that an increasing proportion of surplus 

value tends to be accumulated and an increasing proportion of accumulation tends to be 

invested.~ ((8) p. 187)，都留訳 「……剰余価値のますます人きな割合が岳積（不変沢本および

可変資本の追加） に向けられ， そして蓄栢のうちのますます大きな割合が投資（不変汽本の追

加）される傾向をもつことが，毀本主義の基本的特徴……。」 （邦沢 30ページ，．（）は引用者）

(I- 4)は，「消費の成長に必要とされる投資率 C」((8)p. 187,邦訳 231ページ，ここで率は

一期当りのm)すなわち不変賓本の培加分と梢四（＝消費財匹出莉）の削加分との関係を示す。ぇ

は「加辿原理」 (theacceleration principle) と呼ばれている関係とされる。5)

かくして， 4本の方程式に対し， y,W, I, k, C の5変数が仔在する。

さて， Sweezyによれば

y=(f'+¢'+l浪＋ぴ＋¢"）が

そこで， j,::;;Oならばシーi<oであり 6》

と-=え()丑）

だから

c<O. 
一方，

£→/（f'+I)'+l) 

だから， y>Oならば

k>o. 

かくて，ぶ＞0,y::;; 0ならば，一方で投資兄は増加 (£>0) し，他方で投資鼠は鍼少 (i:<O)

しなければならないから矛盾である，というわけである。すなわち，Sweezyによれば，「もし

も投資ボが現実に堺大すれば，梢四財の産出応は，需要を超過する持続的傾向を示すことにな

る」。 ((8) p.189,邦訳 233ページ）”

5)但し，SweezyはCとKを区別しつつも， Cに関して消費財の産出高と生産手段ストックの比率は技惰的

に安定的と述ぺる部分もある。（〔8〕p.182,邦訳225ページ； p.187,邦訳231ページ）さらに．諸資源は

完全に利用されていると仮定している。（〔8〕p.180,.J菰訳223ページ ；p.182, J甜訳224ページ） このこと

が， Domar,Georgescu-Roegenをして， c=kの仮定をとらせる一因であろう。

Sweezyの議論が混乱をまねくのは， CとKは異なるというアイ デアを持ちつつも Sweezyが以下の二つ

の想定を明確に区別できなかったこと，および，その二つの関連を明示できなかったことであろう。すなわ

ち， ーガと して，梢残財生産用生毅財ストック と消伐財供給可能位の比率と， 総生鹿財ストッ クと梢夜財生

産用生産財ストックの比率との技術的．また経験的安定性に関する想定。他方として，資本主義経済におい

ては自己増殖的な投賓の成長はありえず，基本的には投資需要は梢双9C規定されるという投安需要閃数に関

する想定である。

6) f＝上げ＋が）12より 戸 ＝立土虻）江 史立立 ．． 
f+¢'＋l f+¢‘+1 

は y~O のとき負。

7)ひとつの解釈は， Kを消費財生産用生荏財の供給の増加分， Cを梢代（需要）の増加分を生庄するのに必要
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明らかに，Sweezy はyを外生化していると考えられるが， （形式的には） yを内生化する

ために k=cとする考えがある。 Dom紅 〔2〕,Georgescu-Roeg血 〔3〕がそう である。Geor-

gescu-Roegen〔りは次節で考寮するので，ここでは Dom紅 〔2〕の議論をモデルSに則し

て述ぺる。

Dom紅 〔2〕iik=Cかつ，（I- 4)でなく ，設備の完全利用を前提 して

(I-4)'k＝砂

を打入する（このとき えは限界安本係数）。

そのとき， モデルSでは

k= 
k 

ぇ(f'+</>'+l)

だから， 5'>0従って k>Oとして K.＞0。従って・y> 0となる。8)

しかしながら，Sweezyの議論のエッ センスは1Vで述べるよう に完全利用の持続11J能性の検討

にあるであろう。

II Georgescu-Roegenモデル

Georgescu-Roegen〔幻もまた，体系を完結させるために (I- 4)において c=kとしそ

れをレペル表示した ( II— 4) を考える。さらに， Georgescu-Roegen は， Sweezy による先

の査本主義の基本的特徴の定式化 (I-2),(I -3)は剰余価値からの可変預本および不変

資本の蓄積の定式化として誤まっているとし，以下の (IIー 2), (IIー 3)が「正しい」定式

化だと E張する。

〔G-Rモデル〕

(IIー 1)y=w+l十心十k

(II-2) w十k=a［初十k+lj

(Il-3) k=k［初十k](k'>O,

(a'>O, “ d（血十K+l) ＞O) 

土土）
d（む十k)>O) 

な消双財生産用生産財への需要増加分に限定することであるが，Sweezyによる生庄手段は生産財生産用生

産財も含まれていると解すぺきであろう。 なお，注32の2参照。

8) Dom訂 〔2)そのものは次の二つの式を仮定する。先の資本主義の基本的特徴を示すためには(1-2),

(I-3)でなく，次の 1)とされる。

1) (k/y)60, 2) k＝心

そこで，1)より k/kこ夕／y．2)より K.＝ぇ yだから y／夕こj,/y。すなわち， （ヅy） ~ o （等号は（切y)＝0
のとき）。

Domar の議論自体は， （kiy) ~ o という仮定にもとづくため， 完全利用が保証される場合には貯蓄率 (kl
y)が大なるほど成及率は大となるという議論である。 本論では，k=cの仮定があれば， 1)の仮定がなく

とも， シ＞0，}＞0が可能となることを示したわけである。ちなみに， k=cを仮定すれば，（I-4)でも

議論は同様である。

(IIー 4)K=.l(w十w+l)

(II―5) K=k 

過少消費 • 投汽行勁および経済成長 43 

(IIー 1)において労慟者は賃金のすぺてを消費すると仮定されており，また貨金の前払い

が明示化されている。すなわち， W はt時点で労慟者に支払われる総代金であり， W+力が次

の時点の総只金となる。9)

(II-2) は，剰余価値（む＋k+l)が増加するにつれ剰余価値のうち，蓄積部分（初十k)

が遥増することを意味する。換言すれば，預本家の梢匹率（＝資本家消費／剰余価値）が低下

することを意味する。

(D-3)は，蓄栢部分が壻加するにつれ蓄積部分のうち，不変沢本（生産財ストック）の

培加分が逓増することを意味する。換言すれば，生産財ストックの培加分／貨金の増加分の比

率は上昇する。

(Il-4)は梢衣財生産とそれに必要な生産財ストックとの技術関係とされる。

(]]- 5)は純投安Kと生席財ストックの定義式である。

かくて， 5本の方程式と， y,L, k, w, K の 5個の未知数が存在する。

k=cと想定する Georgescu-Roegenによれば，y> 0ならば k> o, y:,;; oならばと<0

という本来の Sweezy命題は，夕＞ 0ならば k>o,y：：：： 0ならばた＜0, すなわち y>O

と）：：：： 0が同時に成立することはありえないこ とをヒ張する命題に転化される。

Georgescu-Roegenは，Sweezyモデルを修正した上記のG-Rモデルを数学的に解析する

ことにより Sweezy命題は誤まりであると主張する。ここでは，特に次の二つの定理が重要で

あろう。但 し， 成長体系 (growingsystem)とは w,k, l, yがともに正でかつ加，k,i, y 

もともに正なるシステムであり，強成長体系 (stronglygrowing system)とは成此体系のうち

匈心＞i9/lを満足するシステムと定義される。 tは時点を示す。

「定理 2いくらかのLの値においてシが負であるような強成長諸体系が存在する。」（（3〕，p.235)10> 

「定理 4すぺての t>toに対して ｝：：：： 0であるよつな成長体系は存任しない。」 ((3),p. 237) 

すなわち， Georgescu-Roegenの解釈による Sweezy命題は成立せず， k= c>oで， S,>O

かつ y:,;;0 という状態 (j<oならば国民純所得が迎該的に成長する状態）がありうるが，

成長体系において，その状態は永久には継絞しえない，というわけである。

とはいえ， Georgescu-Roegenは， このことで資本主茂の崩壊を断定しない。すなわち，成長

体系において y<Oが継続するのは一時期であ って，永久に夕<0が継続する必然性はない，

というわけである。 ((3), p. 241,また(4),p.232参照）

9)前払いの仮定より Georgescu-Roegenは W+［を (t時点の）消費，初十心十Lを (t時点の）消費財生産

としている。

10)この定理は，ある強成長体系から，それ自体他の強成長体系へ移行する，別の強成長体系への移行状懇と

して証明されている。



44 経済学雑誌第85巻第5号

次節で我々は，単純化されたG-Rモデルを分析することにより， Sweezy,Georgescu-Rogen 

のように， y~ 0の局面に限定せず，むしろ， S,>Oかつ S,>Oの持続が可能となることを明

示する。そのことにより，Sweezyの過少消費説の問題点および Georgescu-Roegenの体系で

は過少消毀説の本質が生かされていないことが明らかとなろう。

III G-Rモデルの成長条件

Georgescu-Roegenの分析は決して単純ではない。そこで，議論を単純にするために特殊で

はあるが (ll-2)および (IIー 3)を本来の性質をそこなわず，次のように特定化する。

(IIー 2)'k=k'（心十k)-A (k'>O, A>O) 

(IIー 3)'iu+k=a'（心十k+l)-B(a'>O, B>O) 

ユニークな解の存在条件として 1キa'k'を仮定すると，体系は次の Kと初に関する連立微分

方程式に縮約できる。

従って，

{k= 1-la’k, ［K' ｛a'（手—てu)-B)-A]
l k w =~ [(l-k') {a'(~-w) - B} + A(l-a')J 

1-a'k' え

{k=0⇔ k＝畑＋F,F=え(BK'＋A)／a’K'

初＝0⇔ K＝えw+H,H=-l{B(l-k')-A(l-a')J/(l-k')a' 

かくして， Kとw が与えられると， K,初， l,y の運動が決定される。

ここでは， growingsystemの存在条件を求める。炉＝心とすると

1-K 'A  
(IIIー 1)v= K+― k' k' 

より

1-k' ; 
ヵ＝ K 

k' 

だから，k>oなると き I>k'>Oがむ＞0の条件。

l-a'B  
(m-2) l= （'U＋k)＋ -

a'a’  

より ，

l・＝ニ ・
a' 

（か十k)

だから，k>O,力＞0なるとき 1>a'>Oが l>Oの条件。

(Il-4), (II — 5) より

k／え＝V+力＋i

だから

(Illー 3)k=1:：い (+-v)＝心'’K'[（＋-l:,K'）←分］
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従って， k,V,［ともに正および k,力， iともに正を持続する必要十分条件は， I>a'>O,1> 

k'>O, 1/.:1> (1-k')/k'，かつ初期の KがぇA/｛k'-(1-K/）え）より大なることである。

さらに (IIー 1), (IIー 4)より

y=K／え十k

だから

(IIIー 4)y=k／え＋£

は， k>O，虻＞〇ならば正。

従ってまた

y＝た／え＋£

であり ， ここでkは (IIIー 3)より

k＝長（一}_1;/k'）k. 
しかるに， growingsystemの存在条件として 1/A>(1-k')/k'だから k>O。よって y>O。

かくて，次の定理が成立する。

〔定理 1〕「特定化されたG-R体系において， I>a'>O, I>k'>O, k'/(1-k'）> ふ

k(O)>ぇA/{k'-(l-k'）え）は， k,V, l, y, k,力， l,yがともに正の値を持続する必要十分条件

である。また，そのとき， k,る，i，§もともに正」。11)

この条件が成立する場合を，（k,V)平面，および， K とw の位相図で示しておこう。12) 点

11)より一般的に考察しておこう。

(JIー 3)より v=v[k]ととれるから (JIー 2)を利用して L=l[k]。但し， dv/dk=
1-::X[k] 
戸 l― ’

1-a'[k] 
出／d(v+k)＝ ここで，例えぱ k'[k] は K'もまたKの関数と表示できることを意味するが，a'[k],' 

以下一々ことわらない。また関数型は時間に関して安定的と仮定する。

さて， 本節と同様にして， E＞0なるとき， ~> o, t >Oなる条件として1>a'>O,1 > k'>Oを仮定す

ると t= 1:,aり（令ー・u) において， 1＞a'K'＞0だから，令＞0 でなければならない。ところがK
1 _ 1-k' 

関数に課せられている条件 v/k> dv/dkより k>Oの範囲で k>Oのためには了＞―万ァー が必要で

1.':・ 
ある。そのとき適当な正のKにおいて k>Oだから夕＞0。さらに }=了k+k だから y<o のた

a'k'/ l 1-k'¥ ・.. auk'+a'2k' 
めには K<O が必要である。ところで， K＝丁＝乞『ピ ー K' ) K+ (a’K'）2(1-a’k')が

において， a”三0,K”三0だろうからわ＞0。我々のケースは a"=k"=Oのケースである。実際，特殊ではあ

るが， v=A炉(A>O,O<a-<l) L=Bv~十 t(B>o, t :::2:0, o<fJ<l)の場合，ッ十k=Ak≪(A>O,O<a<I), v+ 

k+l=B(v+k)P(B>O, O<fJくl) の場合もまた，それぞれ問題とされるべき範囲で •l>0 である。
Georgescu-Roegenは時間と ともに関数もま た変化する場合を分析することにより成長体系において如<

0となる可能性を等出したわけであるが（注10)参照），その経済学的意味は明らかでない。

12)厳密に言えば負の Kに関して制約がある。すなわち，dを減価償却率 (O<d<l)とすると

｛k=1：此{(+_1;t)K—f,} 
K=k~ーdK
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P,点 Qから出発する場合がそうである。

もちろん，上記の条件が満足されないならば，究極的に諸変数の有意義な条件により，モデ

ル経済は終焉をむかえるか，あるいは資本家消喪を一定とするような定常状態に陥るか，であ

るが，その点で Sweezyは資本主義経済の崩壊を主張 しないであろう。13)

それでは，過少消費説にもとづく完全雇用天井を前提と しない下方転換は論証しえないので

あろうか。

Sweezy〔いでは，廷0を前提としたために，Georgescu-Roegenに，「正しく」修正する

と，y：：：0の場合もありうるが， その状態が持続することにより成長体系でなくなる必然性は

ない，と批判されたわけである。実は Sweezyは論証すべきことを前提 してしまったわけであ

り，かりに咋0が継続するとしても 「過少消喪」によりその状態は必然的1こ持続しえなくな

る，ということを論証すべきであったと思われる。 しかし， Georgescu -Roegen による釦三〇

の可能性も数学的操作にすぎず，過少消費説によるそれではない。以下その点を述べる。

G-R モデルでは， KとW が与えられると，（II-2),(II-3), (II-4)によって，k,初，L

が決定され，従って，次の時点の Kと W が与えられるという構造になっている。そのとき，

所得 yは，w,初， l,kが与えられることにより定義される変数にすぎず，資本蓄積に関する

k,釦， lの比率に関する条件および消喪財生産と生産財に関する条件を除いて生産に関する何

の制約も課されてはいないし，需要の問題が消失 して しまっている。n)

だから，仮定されている条件から次のよう

な位相図が成立する。

ちなみに k＝エ心（工定数）の経路を求

めると k＝畑＋J

(J= .l [A+ Bk'+(A(l-a~cfil!=!'l) ぇ］
a’{k'-（l-K'）え）） ）

また，十＞上召乞 O<a'k'<l,O<k' 

<1のとき， J>F>H。

13) Sweezy自体 y>o, w>o. i>o, k>o 
と仮定している（〔8〕p.187, 邦訳230ペ

ージ）。このことは，Sweezyが好況の持続

性に問題の焦点を当てていたことを意味す

るであろう。従って，「崩壊」する諸ケース

を示すのは容易であるが，本題からそれる

ことになる。

k
 

lA 

であり，そのとき K=
ぇA

k'-(1-k'）ぇ
=k•。 k'-.l( 1 -k' )

} 

r 

附図 1

可

k=-dK 

ちなみに， Bernardい ）もまた種々のケー

スがあるであろうことを示唆している。また Georgescu-Roegen〔りを見よ。なお〔1)の翻訳にあたり．

式部信氏 （大阪市立大学大学院）の協力を得た。

14)いま， Kを生産財生産用生産財も含めた総生産財ストック としてみよう。そのとき，無条件に生産財スト

ックの蓄稼は実行可能ではない。

K 

k
 k' A 

k=,  0- , 
l-K l -K 

＼ 

iA 
k‘ —穴）

"u A 
k'-.!(1-k') 

図 1

K 

w= 0 

゜
w 

図 2
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Sweezyは，不十分な定式化のために生産財過剰を論証するためにツ::;:oを仮定せざるをえ

なかったとはいえ， Sweezyが y を外生化したとき生産財の供給最が与えられた。一方，生

産財の需要は生産財の供給とは区別され，消喪から派生するものとして与えられた。従って，

その区別を無視してしまい, y~O を満足し続ける成長体系が存在するか， という Georgescu-

すなわち， Kの実現を保証するために A1 を生産財に関する資本係数，え2を消費財に関する資本係数， Kを

転用可能とすれば

k＝ふK＋み(v +w+l) ＝（=丘—＋え2) (v+w+l). 

従って，（IIー 4)が成立するためにはふk/(v+w+l)＝えー.<2を成立させるよう に 入 or/and).2が調整

されねばならない。かりに 入＝ぇ2=:とすると，成長状態において k/(v+w+l)が上昇するならば，採用

される賓本係数は低下し続けなければならない。しかし，資本係数は歴史的に一方的傾向はなかったわけで

ある。

上記の奇妙さを排除するためには， Georgescu-RoegenのKは消賀財生産用生産財と解釈せざるをえな

い。すなわち，消費財生産にのみ不変賓本が必要と仮定されていたこととなる。

さらにG-Rモデルの構造を明らかにしてみよう。後述する点を除いて議論の単純化のために lを捨象す

ると，体系の運動は

k=k[v+k], K=k, K＝え（証＋v),心＝v

による。従って，対応するであろう定差系は

K、=k[m+K、]，K、＝え（Wげ v,),切＝W1+1-Wt

を共通として，K、の二通りの解釈が可能である。すなわち

(T-Sl)k,=K、a-K,

(T-S2)k戸：K，-K←I
(T-Sl)は Kt,w，を所与として K,+1,Wt+lを決定するシステムである（すなわち， t期で所与の消費

財生産用生産財の完全利用による消我財が生産され， その消費財に対し t+l期の消費財生産用生産財が追

加されるシステムである）。

このシステムは，

え{(Wt+1-W、)+（Vt+Iーて,,))=k[v,十え{(w,+1-w,)+(v、+1-'tり）｝］

だから，ツの定義より

).v,+1=k「(1十え）叫

に縮約でき，ぇく上戸こが成長体系の必要条件である (lが等入されても同様である）。

一方，（T-S2)は K,-1,w、を所与として K,,Wt+Iを決定するシステムである（すなわち，Kとvとの

配分比率をみたす消費財生産裁が決定されると，その生産に必要な消喪財生産用生産財が生産された後，消

費財が生産され実際に消費財が供給されるシステムである）。このシステムはさらに縮約すると

え{(w、-Wtー1)＋（Vt一v、ー1))=k[v, 

となり v、に関する勁学方程式にみえるが Vの定義より

如 ＝k[(l十え）叫

となり，ッ従って k戸 如 一定のシステムとなり Ytは成長するものの明らかに成長体系でない。

但し， lを浮入すると成長体系が可能であり，我々の特定例では
a／が l-k'

戸ア汀ぐ< k —• 
a/ kk1  JKI 

がその必要条件である (~<6r は O<k'<1, O<at <1の仮定より明らか。また 2<T=ずア―

のとき， k*をめぐる循環が生じる）。

従って，（T-SJ)で解釈するのが自然であろう。
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Roegenの議論は，少なくとも Sweezyの論点ではない。15)

かくて，次節では，消費に規定されるが故に，生産財供給とは区別された生産財需要が存在

するとき，当初 y>Oである状態が持続可能か否かが検討される。

IV 過少消費説再考ー 供 給能力と需要一

Sweezyの基本的アイデアは次のように解釈できよう。すなわち， プームが継続するとき，

総生産に対する消費は相対的に減少する。一方，生産財需要は基木的に消費需要に規定される

であろうから，いつか生産財供給が生産財需要を超過し恐慌が発生する。

以下， このことを論証する。そのためには Sweezy=Georgescu-Roegenモデルにおいていく

つかの修正が必要である。まず， Sweezyは生産財需要と生産財供給を峻別する必要があるの

だから， Georgescu-Roegenのように k=cとはおけない。次に， Georgescu-Roegen のよう

に結果としてyを定義するのでなく， Sweezyに従ってyを与えるために，労働者は十分に存

在すると仮定した上で，生鹿財ストックの完全利用による，追加される生産財プラス消費財の

生産量の上限という概念を尊入する。16) さらに， Georgescu-Roegenの (II-4)では K を生

産財ストック需要と読みかえるとしても， t時点の消費財生産により t時点の生産財ス トック

需要が規定されることになるが， t時点で各企業に設置されている生産財ストックは所与とな

っている以上，生産財ス トックをすでに購入し生産活動を行なっ・ていたのに（消費財および生

産財追加可能部分はすでに生産されているのに）， 実は L時点での生産財ストックは過剰ある

いは過少であった？という奇妙な生産財購入になってしまう。すなわち， t時点で追加される

生産財は t時点以降において利用可能なのだから， t時点で需要される生涯財ストック追加分

はt時点以降のそれでなければならない。そこで， t時点の消四財生産によって次の時点の予

想需要が規定され，従って次の時点以降で利用される生産財が需要される， と考えてみよう

（注19)参照）。最後に，プームの局而を考察しているのだから，当面，生産財ストック の完全利

用生産蜃以上の需要が出現すると資本家が予想するとする。この見込み生腔仮定より ，当面，

生産盪は生産財ス トッ クの完全利用生産塁となる。17)

かくて，次の修正された Sweezy=Georgescu-Roegenモデルが成一寸．する。

〔修正 S=G-Rモデル〕

(N-1) y=w+v+l+!? 

(N-2) vy=K 

15)前注で明らかなように G-Rモデルは消費財生産にのみ生産財が必要で，生産財生産には生産財は必要で

なく，労働だけで生産可能と想定していたことになる。

次節では， Sweezyがyを外生化していたことから，より一般的に生産財生産にも生産財が必要と仮定する

が， G-Rモデルにおいても生産財需要が浮入されるならば，生産財過剰を論証できる。注32)の2参照。

16)我々 は， Sweezyの完全利用仮定をそのように解釈する。注 5)参照。

17)消既財供給屈と消喪財需要量との乖離に関する Sweezyの叙述にもかかわらず， モデルにおいてはその
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(IV-3)初＝V

(IV-4) v= 
1-k'.. A 
K'k+T  

1-a',. ". B 
(IV-5) l=-=---::F-(v+k)＋ーT

a’a  

(IV-6) K=k 
(IV-7)が＝え(w+v+l)-K4

(IV-8)た＝kd

(IV-1), (IV-2), (IV-3), (IV-4)により， K および四を短期外生変数として，汽本係

数ッの逆数に生産財ストックを乗じた完全利用生産物 yの消費財 w+v+lと生産財供給 Kの

配分が決定される（生産財需要と生産財供給との峻別の導入が G.-Rモデルとは異なる結論を

もたらすことを明らかにするために，前節での定式化の特定例 (IV-4), (IV-5)をそのまま

用いる）。18)

(IV-6)は生産財供給増加分 K以上の生産財需要を仮定した場合に 現実に購入され設置さ

れる生産財ス トック の増加分 i<.は生産財供給増加分 Kに等しいことを意味する。

(IV-7), (IV-8)は生産財ストック需要 Kdの増加分がが消費に依存することを示す。こ

こでえは技術係数でなく，消費財から必要とされる生産財需要を示す反応係数である。19)

区別が消失しており，むしろ，生産財の供給と需要が前面に押し出されている。

従って．本論で想定している t時点の消費財生産により次の時点の予想需要風が規定されるという予想需要

形成においては，生産財需要が生産財供給を超過するならぱ次の時点での予想需要醤がt時点のそれと等し

いと仮定して完全利用以上の需要が出現すると資本家が予想するであろう。

18)資本係数 V一定の仮定は有機的構成が不変を意味する。なお，注切）参照。

19)鏃論を単純にするために対応するであろう定差系を考察しよう。(Il-4)の左辺kを生産財需要とすると

｛闊ごこ:+KVtt孔＋k,

(3)Kdし＝ぇ(Wt+m+h)

が成立する。この体系において， Kもをt期首の生産財ストックに対する帯要と考えると，すでに氏がt

期首 (t-l期末）に購入され，その完全利用の結果としての消費財生産により Kりが需要されることにな

り，そのままでは K,+1の販売実現と無関係である。

そこで Kd,をt期末の t+l期用生産財ストック悉要と考えると t+l期用の生産財供給と生産財需要の問

題となるが K,+1と Kd.、の比較となるので， 計算の便宜上，あらためて Ka,+1をt期末における t+l期以

降用生産財帯要と定義すると K％と Ktとの比較となる。そのとき，（1),(2)はそのままとして，（3）は次の

(3)*となる。すなわち，

(3)* Kdヽ＋1=ぇ(w,+v,＋ん）

だから

Kdt+1-Kdt＝ぇ（叩＋Vt+lc)-Kdt

となり対応する微分型が (IV-7)となる（あるいは， Kdしをt期末の t+l期用生産財ストック需要という

定義に従うならば， KdとKの比較のために Kいを t-1期末の生座財ストック (=t期首の生産財ストッ

ク）とし，（3)および

以上， 8本の方程式に対し， 8個の変数 k,y, w, v, l, K, k', K4が対応する。なお，この

体系は K4~K の場合のみ成立する ことに注意されたい。以下で問われるのは K4~K の持

続性である。

この修正 S=G-Rモデルにおいても成長体系は可能である。20)

〔定理 2〕「修正 S=G-Rモデルにおいて， I>a'>O,I>k'>O, k'/(l-k')>v, k(O)> 

vA/(k'-(1-k'）ッ｝は， K, v, l, y, k,力，l,夕がとも に正の値を持続する必要十分条件である。

また，そのとき， i，ii,i, §もともに正。」

{(1)'K、-1/v=w、和＋l,+k、

(2)'k匡 K,-K←I

とする必要があろう）。

20)上記の体系は (IV-1),(IV-2), (IV-3), (IV-4), (IV-5), (IV-6)において， k,y,初， v,l, K 

が決定されることにより，切， V,lを所与と して (IV-7),(IV-8)において炉と知が決定される体系

である。

そこで，（IV-7),(IV-8)を除く体系は，次の連立徴分方程式に縮約できる。すなわち，

{k=a’K'(§-u-缶-§)

u=a'(1-k') (~-w-
K B(1-K1)-A 

幻＝a'(1-k')(-;が(l-K1)）
従って，正のKに対しても＞0なる条件としてO<k'<lを仮定すると

｛誼0⇔ K奎 呵 ＋ 『 （ 複 号 同 頌 ） ， 桓 翌

ん奎0 ⇔K~畑＋H （複号同頑），月i=v
B(l-k')-A 
a'(1-k') 

～ ～ 
ここで， F>Hは明らか。

ところで，

k＝心｛k (一ー1 1-k'¥ A 
）） k1)-r}  

だから，正の Kに対してE>0の必要条

件としてつ＿9

1 1 -K' 、K＇ を仮定すると， K,

W に関して，附図 2のような位相図が成

立する。但し， K丁、(+-；共し），

～ ～ 
J=F+vk*/a'k' 

本論では，成長体系を扱うのであるか

ら， k,K,幻の初期値を k(O),K(O), 

四 (0)とすると，k(O)>k*，すなわち，

K(O)>vw(O)＋F+vk*/a'がを仮定す

る。さらにりおよび iが正なるとき i
が正の条件として 1>が＞0 を仮定す

る。また， k>O，紀＞0のとき，それぞ

れ j,=k/v>O,y=k/v>O。E,.o; i•の

符号に関しては容易に判定できよう。

K 

H 

//  

K=O 

”=0 

゜
w 

附図2
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以下，

さて，

それらの条件を仮定した上で，K と知の運動を検討する。
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かくて，（IV-10), (IV-14)より

(IV-15) K(t)-Kc!(t)=(K(O)-Kd(O))+(¥→)(ept-1)→（←＋)t 

(N-9) k=pk-μ, (p手 ’k'（上＿ 1？＇) , μ=a'A)で， k=Kだから， K の初期値 K(O)>
ッ

0, kの初期値 k(O) を所与として次式が成立する。すなわち，

k(O)-k* 
(N-10) K(t) = K(O)+~(e•'-l)+k*t, (k*=1-) 

我々 は， p>O,k(O)>k* を仮定しているから， t~O において K(t)>O。

さらに

(N-11) k(t) = (k(O)-k*)eet + k* 

また

CIV-12) k(t) = (k(O)-k*)peが

奴t) も t20において正。だから， k(t), 

一方，（W-7）より

(N-13) が＝え(k／ソーk)-k4

だから，（W-ll)，（W-12)を利用し， Kaの初期値を Kd(O)>O,がの初期値をがco)とすると

(IV-14)砂）＝Kd(O)+YJ(e''-1)＋与えt-（炉(0)-~こえー刀p)ce―‘-1)

｛戸(l/u-p)（k(O)-K*）／（l+p)p

がco)＝え(K(O)/v-k(O))-K"(O)

が成立し， Kd(t)>O。21)

21)以下では， K<L(t),kd(t)，い(t)の符号を検討する。

1) 1/v-p=(l-a'k')I,.,+a'(1-k') 

は正だからり＞ 0。
k* 

k知）＝｛Kd(O)-kd(O) (e―‘-1)) +11{e•·'ー 1 +PCe一‘-l)} ＋っぇ(t-l +e-t)

と変形できる。右辺，第一項は，

Kd(O)e―’一え(K(O)/v-k(O))(e-'-1)

に等しく， 初期値における変数が正である条件として K(O)／ッ＞k(O)と仮定すべきであるから（そのこと

は k(O)＞いを満足する）， t三0として第一項は正。

第2項は [c(p+1)‘+p-（1+p)e']7だと変形でき e(p+1)t+pはヽ ＞0ととき (l+p)がより大であるから，

第2項は正。

第3項もヽ＞0のとき正。よって， t:2::0において K<t(t)はt:2::0のとき正。

k* 
2)さらに，屈（t), 炉(t)は次のようになる。 但し珪三が(0)-丁た1/P

｛炉(t)＝TJPc心与)+n:e_、
炉(t) ＝祈eが—n:e―て

従って， 11:~0 ならば kd は正。 11:<0 で，当初炉が負であったとして早晩 kct はゼロから正となり，その

後正。 一方， m；；；；〇ならば炉は正。 11:>0で，当初屈が負であったとしても早晩いはゼロから正となり，

その後正。初期の状態を検討しよう。 K<L(O)>O。

＋ （が(0) —与えー刀p) (e― ' - 1).
k(O)-k* 

奎が→
l+p 

奎え（複号同）頓）で
1+p 

>v. 
p l/V-p ' 1／ソーP

ここで，

｛い(O)忍三k(O)-lk(O)紐 (O)（投号同順）l炉(O)圭 0平 (0)叶k(O)→(k(O)＋抄＋（や）（K（O)-Kり）邦（複号同順）

1 

却ジ）） K(O)→(k(O)＋+k*+i±())1（+k(()0)-K*））砕(0)（複弓囀）

明らかにも＞＆＞＆。 Kd(O)>K(O)の制約より，ぇ三））ならば， kd(O)<O,k咤＞〇。そこで， i＞ッを仮

定し，知(0)> K(O)の領域において

{ i) 紅 (O)＞もならば炉(O)＜0，炉（0）＞O

ii) €1>K<l(0)>€2 ならばが(O) >o,が（O)>O

iii)e2>Kd(O)ならばい(0)> 0, k"(O) < 0 

図示すれば，附図 3のようになる。

炉(0)

炉(O)<O 炉(0)=0
←I 

k4(0)>0 

0

0

 

O

O

O

>

＝
 

、
~
‘
.
'
‘

v

=

>

。。

冗

冗

＂

（

（d
d

 

.
K
 
.
 

•• 
(i,f.
 
．．
 

＇

、

）
 

・
1

A 
む―-K(O)

）） 

附図 3

45° 

： 
て

2~-p)(k(O)-k*)} 
).／ツー 1

K(O) 

l>vの場合
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よって， Ka(O)>K(O) として，
1+p 

1/v-p 
＞えならば早晩 K(T)=Kd(T)が成立する。22) 図

示すると，例えば図 3のようになる。28)

かくて，次の定理が成立する。

「定理 3」「修正 S=G-Rモデルにお

いて，当初生産財需要が生産財供給を超

過 (K"(O)>K(O)）していたとしても，

1+p 
l/v-p 

＞えならば，早晩，生産財に対

する超過需要は消失する (K"(T)=K

(T)）。」24)

図 3におけるT時点以降を考察してみ

K(t),Kd(t) 

K(O)d 

K(I) 

ノヽ

ー
ー
／

ー
ー
ー
／

ー
ー
／ーク．

炉／k

え
＿
＞

.l(l/11-p) 
l+p 

‘ ‘‘ ¥、 0
、~

＼ 
ヽヽ

-i 
ヽ

(kd/k)=O 

I 

＿

―

 

＿

T-

＿

―
 

’

ー

ー

ー

ー

ー

4
_
_
 
1
ー

T
ー

ー

＿

―

 

―

―

 

-

d

 

―

―
 

k = 0 

よう。 T時点以降において資本家がなお

生産財ストックを完全利用する生産を行

なうならば，生産財供給が生産財需要を 図3

上回るため設備の耐久性を認めれば意図せざる正の在庫投資が出現する。2$) また，現実に設置

゜
T 

図において，例えば kd(0)=0より左向きの矢印は k4(0)=0の左領域においてはい(O)＜0を意味す

る。

すなわち，『d(O)＝ぇ仕K(O)-k(O))-Kd.（O) 

炉 (O)=.l (+ k(0) -k(0)) -kd.(0) 

だから， K (0)を所与として， Kd(0)が大なるほど kd(0)は小，従ってまた炉 (O)は大。

k(t)-Kd(t) K(O)-Kd(O) 1C ぇ k(O)-K＊ が一1
22) = t —+-f (e―‘-1)＋が(1マ）＋（ p ―n)-戸

l+p 
だから，元＞0,え＞ッであっても． ＞えならば， tが十分大なるとき K(t)=Kd(t)。なんとなれば1/v-p 

d(e''/t) / di圭 0 .... 、 ~1/p （複号同順）．か（eが／t)/dヽ•>o より limeP’Iヽ―~。,-o 
23)図3は 注 21)のii)の場合である。

24) kといの動きをみてみよう。

{i= pk—µ 
kd＝え（1/v-p)k+μえーKd

だから，

得） ＝十ー午— (P-+）（午 ＋ え）
となる。従って， kd/kとk,kd.と Kに関してそれぞれ次のような位相図が成立する。

すなわち，炉／kは当初増加するとしても究極的には減少し綜けるが，ぇ(1/v-p)/(l+p)を超えることはで

きない。従って， K(O)<Ka(o)のときえ（1/v-p)/(l+p)が1より小，すなわちぇ<(1+p)/(1/v-p)な

らば，少なくとも突極的には炉<Kとなり生産財過剰が生じる。 一方，ぇ;.;;(1 +p)/(1/v-p)かつ， kd(O)

/k(O)配 (1/ツ-p)/(l+p)ならば生産財に対する超過需要は解消しない。なお注 27)参照。

25)生産財ないし消費財に関する予想されるそれらの需要黛に対する超過供給（実現されない供給能力）が生

じていることを意味する。

L 

1 以
入(--()） 

II 

4
 

図附゚
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附 5図
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される資本設備は K"となるであろう。

T時点以降の資本家の供給態度を考察せざるをえない。

々の力では十分ではないし， また，

および賃金増加分の比率は減少してゆくから，

しかし， その課題の検討は現在の我

Sweezyの過少消四説によるプームの経過における生産財

過剰の論師という目的は果たされたであろう。26)

この体系における生産財過剰の経済学的含意はおそらく次のようなものであろう。すなわち，

成長が継続してゆくならば，資本主義の基本的特徴により，生産財増加分に対する資本家消費

消費財／生産財供給の比率は減少してゆくであ

ろう。一方，生産財需要は消費財に規定されているから，生産財需要／生産財供給の比率も低

k
 

下してゆくが故に当初，生産財器要が生産財供給を超過していたとしても，生産財需要／生........ 
産財供給の比率が十分に低下するならば， いつか生産財供給は生産財需要を超過する，

1

、

｛

F

[

＼‘、‘、¥

一
、
：、、

一
、
ヽ
＿
＿

I

＿
、
‘
‘
-
{-

＿ヽ
‘

-

0

o

-
―
 

―
-
．
エ

.K 

K= J 

l-上
工

という

わけであろう。27)

このモデルの不備な点を指摘しよう。すなわち，我々は資本主義の基本的特徴の定式化を前

提としたけれども，実質代金率および雇用との対応はどうなっているのであろうか。それが次

節の課題である。

26)但し． この段階でも次の点は留意されねばならないであろう。すなわち． Sweezyはプームにおける k/v

の上昇を前提にした訳であるが，か＜0,あるいは k<Oの場合はどうなのであろうか。すなわち，景気停

滞に陥るとしても，逆ick/vが減少するならば自動的に景気回復する可能性があろう。

27)まず．価値構成 K/wと剰余価値率 (v+l+k)/wの勁きを分析してみよう。完全利用仮定より

K/vw==I+(v+l+k)/w 

だから，価値構成と剰余価値率とは変化の方向にして同じである。

そこで．年三K/wとすると

{（Kiw)奎 0→ (i-1;E)叶（複号同順）

k＝心（手ー W—f)=a'k'K(+-｝-4)
だから．ェ＞0において

(Kiw)~O-a' が 一x;1 -K) ｛（子→）k-ら｝吟ェ
と変形できる。従って，例えば K'＞ェ(1-k'）， x>vならば

（芍奎 0+->K奎
ェ Ax/a'k' .F 

w 百／コー（が一ェ(1-K＇） →） （複号同順）

k' 
我々 は了二v>vを仮定しているから，附図 6, および附図 7のような位相図が成立する。

従って，問題としている局面において， K/wと (v+t+k)/wは当初下落するとしても， 早晩増加し続

けることとなる。 y一定の仮定より， K/w=11(l+(v+t+k)/w)において(v+l+k)/wの上昇によるK/w

の上昇は布機的構成の上昇とは呼ばれない。ちなみに Georgescu-Roegenによれば， Swezyは一方で消費

財／生産財の比率は減少するとし，他方で技術的にその比率は安定的であるとしているが，それは誤まって

いると主張する。（〔3)p. 236)しかし．消費財生産に技術的に必要な生産財の比率が一定であっても（ッ一

定）， 消費財と生産財の部門比率は変化しうるわけである。

次に K/wとk/Kの関係を調ぺよう。そのとき

（複号同頑）
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附図6
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附図7
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V 過少消喪説と労働分配率

本節では，実質餃金率および雇用醤が明示化された，できる限り単純なモデルによって，過

少消費説の現代的解釈を示す。従って記号もまた，現代でよく用いられる記号に修正される

（特に，V とCに注意されたい）。

〔過少消費モデル〕

(1)(J)t+l<t+l Y,+1 =C, 

(2) V1+1Y1+1=I1 

(3) Y,=C叶 It

(4) 訊＝ぇCt

〔記号〕Y,= t期における生産物， Ct=t期に生産され t+l期で消1ゼされる財（消費財），に

I,=t期に生産され t+l期において利用される投資財，I釘＝t期末に需要される投資財9 (J)t+l 

=t+l期における実質代金率，てm=t+1期における労働投入係数，Vt+1=t+l期における資

本係数。

モデルの構造は以下の通りである。

今までと同様に，賃金は前払いされ， 労働者はそのすぺてを消究すると仮定する。さらに，

議論の単純化のため資本家は消費しないと仮定する。従って， t期に生産された消費財 Ctおよ

びt+l期における実質技金率 (J)m が与えられると t+l期における総雇用の上限 Cd(J)t+lが

与えられる。よって，t+l期における労働投入係数 れ＋1が与えられると，消費財の完全利用

による t+l期の生産最 Yい1=C,/(J)t+i<t+t,すなわち (1)が与えられる。

ここでは財の生産期間は一期間と仮定しており，さらに議論の単純化のために投資財の耐久

を＝心（｝—告甚—舟）
だから，KおよびK/wが上昇する局面では k/K は増加している。ところが， Kは増加し続けるとしても

K/wは k'/(l-kりを上限とするから， k/Kは増加し続けるものの

} ＜ aIK' （+—与） ＝p
という上限がある。

ところで，が の式より

kd+Kit ぇ(1/v-k/K)
a= K+K = k/k+l 

だから，左辺を次の時点における生産財需要呈と生産財供給呈との比率と解釈すると， それは k/K が大な

るほど小となる。従って k/K が上昇している局面では 9は減少するものの k/K の上限により 9もまた

下限を持つ。すなわち

9> ..l(l/v-p) l+p 

従っ て，え(l/v-p)/(l+p)~ l すなわちぇニ
l+p 

1/v-p よ叫i.,剰余価値率の上昇にもかかわらず生産財

の超過需要が解消しない場合があるわけである。

期間もまた一期間と仮定する。従って， t+l期における資本係数 V9+1が与えられると t+l期

に生産された投資財 Lの t+l期における完全利用生産物 Yt+1=Idvし＋1, すなわち(2)が与

えられる。

ここではさらに，議論の単純化のために消費財の完全利用生産物と投資財の完全利用生産物

が一致している理想的状態を仮定する。28) 従って，t期の生産物が(1),(2) を満たすように

配分されることを(3)は意味する。

(4)は過少消費説において仮定される投汽需要関数である。

(1), (2), (3)より， t期の労働分配率を 0t=(J)m とすると，Y, I, C のそれぞれの成長

率プラス 1 （以下，プラス 1を略す）は次のようになる。

ヽ
ー
ノ
、
ノ
、
ー
ノ

5

6

7

 

(

（

（

 

Yt+I 1 
Y. 。t+I+Vt+! 

L Yt+1 ―＝  ⇒ ． 
I←1 - Vt Y. 

~=辛．辛
Ctー1 - o. yじ

ここで成長条件として 。し＋,+v,+1 <1, また議論の単純化のために資本係数 Vは一定と仮定す

る。29)

従って，労働分配率が低下 してゆくならば (()t+1く()t)，生産物の成長率および投資成長率は

上昇してゆく。30)

また，（6), (7)より 0.+,く()t のとき

(8 ) 凸-色-＝（1 —誓）登＞0
すなわち，I,/Ii-1>Ct/C,-1である。

しかる に(4)より

Iq ct 
(9) 亡 ＝ て

28)我々が今示すべきことは，他の条件が満足されていたと しても，過少消費から生じる投資器要によりプー

ムが持統できなくなる，ということである。従って，この仮定は一見，特殊であるが．多部門化したときに

生じる成長率の不安定性および部門比率に関する不安定性と区別するためになされる仮定である。

29) t期の雇用塁を Ntとすると，恒等的に

Vl=上(O,Nt (Jt 

だから， Vを一定と仮定すると，労働分配率が低下するならば，価偵構成 Il-1/(J)凡は上昇する。

30)屈用増加率は

れ＋1Yt“ ＝芋 ． 1
i-, Y, - i-, 叫＋1れ＋1+v

だから．技術進歩の型と採用される技術により，雇用増加率が決定されるが，ここでは次のことを指摘して

おく。てが一定で O が減少するならば雇用増加率は増大する。 また， O が一定で，てが一定率で減少する

ならば （労働節約的技術の採用にもかかわらず，所得成長率が上昇しているため）屍用増加率は増大する。
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だから，（8)より

(10) 
L Id. 

亡＞亡

11,1d,c 

すなわち， 当初 To< Ido としても，早晩 I,~

I汽となる。m Cが増大する場合を図示すれ

ぱ，図 4のようになろう。

かくして次の命題が成立する。

〔過少消費説命題〕

「投資財および消費財の完全利用が継続 し，

当初，投資財需要が投資財供給を超過してい

たとしても，投資財需要が消費に規定され，
．．．．．．．．．．．．．．． 

かつ，労働分配率が低下し続けるならば，消

費成長率が投資財供給成長率を下回るため，

早晩，投資財は過剰となる。」32)

d
o
 

I。
C。

゜

従ってまた，過少消費説の問題点も明らかである。すなわち，

1)特に好況末期において，労働分配率の十分な継続的低下を実証および論証できるのか。

2)投資需要が消費に規定されるとしても， その影響のされ方は景気局面にかかわず同ーな

c
 

T 

図4

31)あるいは Id,／I,＝ぇ0m/vだから， 0が低下するとき I丸／I,が低下することより明らか。
l+p 

32)前節のぇ＞ の垢合は， 労働分配率の低下に限界があったことを意味する。1／ソーp

さらに，この命題の適応性を検討しよう。

1)本論では， 見込み生産および賃金の前払いが仮定されたが．消費の仕方が与えられるならば， 注文生

産でも論証可能である。例えば，貨金後払いの次の休系を考えよう。

(1) Y,d=Cげ Id,

(2) c.=o,Y.(O<O,<l) 

(3) vY•,= I,- 1 

(4) Y,=min (Yd,, Y't) 

(5) I,=min (I¥, (1-0,)Y't) 

(6) Jd,=JC,-1 

ここで， Yd＝有効裾要， Y•＝生産能力， Y=現実の所得であり ， 他は本論と同一の記号である。但し， I丸

=t期首における投資需要， C,=t期における消費とする。この体系は 0を外生変数として Yd,C, Y•, Y, 

I, Idを決定する。

この体系では， yd直奎Y$,+-+1％至（1 -0)Y•し（複号同順），すなわち，投資需要が投資財の可能供給塁 ((1-

0) YS,）を超過するならば，超過器要 (Yd>Y•) が生じ， 現実の生産は生産能力に等しい， ということを意

味している。逆に投資需要が投資財の可能供給皇を下回るならば超過供給 (Yd<Y•) が生じ，現実の生

産は有効需要に等しいことを意味する。ここで，投資需要が消費に依存するとしても，t期首において t期

の消費は決定されていないから，前期の消費 C,-1にもとづいてt期首の投資需要 I丸が決定されることを

(6)は意味する。また消費は超過需要の場合でもラッションされることなく所得の一定割合であると仮定さ

れている。

まず，超過需要ケースの特続性を検討しよう。以下では，l5t;;(1-0.)Y¥=t期における可能投資凪とす

る。そのとき， Y,I, Cの成長率は次のようになる。すなわち『m/Yt=Y凸／Yh=（1-0t)／v

I,+1/I,=l',+ifl••= (l-0,+1)/(l-Ot) • Y1+i/Y, 

C•+1/C, = 0,+1/0, • Y,+1/Y, 

だから， f)が減少し続けるならば，YおよびIの成長率は増大する。 Cの成長率と Iの成長率に関しては

I,+1/I,-C,+1/C. = ((1-fJ叫 ／（l-fJ,)-D,+1/(J，)Y,+1/Y,
において ()1+1<0しと仮定しているから

I,+1/lt < C,+1/C,. 

さて， Idm/1%＝CJC9-Iだから

I•9+1IISしーJd1+ 1/Id,=((l-fJ,+1)/(l-fJ,)-(),1(J,-1)(1-(J,)/v+(D,-1-0,)/v • (),/0,-1 

となり，我々は 0,+1< o, < o,ー1と仮定しているから，

I•m/1St> Idt+1II% 

従って，当初 I%>I9しであっても，早晩， 1％ニIStとなる。

さらに， Id.~ I•, のとき， I,+1/I,= 14i+1/Id,で

｛如／Ct= （1-0,）／（1 -0m) ． 0m/0し• Im/It 

It+1/It=CdCt-1 

だから， 0ぃ＜ o, の仮定より ， C および I の増加率は低下し続けることとなる (Id,+1/I•,+1= v /(1-0,+1) ・ 

Im/Itだから 1dIISもまた低下し続ける。但し，以上のことは初期点以降1こ妥当する）。

2)また，本論では，投賓財生産にも投資財が必要と仮定しているが， G-Rモデルでそう仮定されたよう

に（注14)参照）， 消費財生産にのみ投賓財が必要とされる串線型モデルとして本論と同様の結論が得られ

る。以下，そのことを論証する。

(1) y戸 C.+I,

(2) I,-1/v=C, 

(3) C戸 w(Net+t+ Na+1) 

(4) Nc,=,eC, 

(5) N),＝叫

(6) Id,=JC, 

ここで，Nい＝投資財部門の t期における雇用， Nct＝消費財部門の期における屈用，

係数， m＝投資財の労働投入係数，他は 上丘上ュ
I,, I, 

本論と同一の記号。

モデルの構造は次の通りである。 t-1

期に生涯された投資財の完全利用により

t期において生産された消費財が t+l期

の賃金総額を決定するから，実質賃金率

が与えられるならば， t+l期の総雇用が

決定される ((2),(3)）。そこで，消喪

財の労慟投入係数が与えられるならば，

投賓財の完全利用に必要な消四財部門の

雇用が決定されるから，総屈用マイナス

消費財部門の屈用として投資財部門の雇

用が決定されることにより投資財の労拗

投入係数が与えられるならば，投資財生

産品が決定され，次期の消費財生産に用

いられる ((3),(4), (5)）。（ 1)は総

〇

Tc＝消費財の労働投入

45° 

W の低下

It-』

附図 8
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のか（えは一定なのだろうか）。33)

VI 結論

我々は以下のことを示した。

Sweezyげ〕では，投資需要が消費に規定されるが故に相対的に消四が減少してゆく好況

の進展において生産財が過剰になるというアイデアを持ちながら，その論証において所得の増

加速度は減少すると仮定せざるをえなかった (I)。Georgescu-Roegen(3〕は消喪の相対的

減少に関して Sweezyの定式化は誤まっているとし，「正しい」定式化を提示する。我々は，

Georgescu-Roegenモデルを単純化することにより， G-Rモデルは成長の持続性すら論証で

きることを示した。ただし，そこでは生座財需要と生産財供給の峻別は消失してしまっている

err, m)。そこで我々は， Georgescu-Roegenの先の剰余価値からの器栢の配分に関する定式

化においても，生産財の完全利用による生産の上限，見込み生産および生産財供給と生産財需

要の識別を等入するならば，所得の増加速度が増加する場合において，早晩，生産財が過剰と

なりうることを論証した (I¥り。 さらに，現代的解釈により， 過少消費説のエッセンスが労働

分配率の低下および消費に規定される投費開数にあることを明らかにした CV)。
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